
　家庭や職場、学校などあらゆる場において、相手の多様な考え方や個性を尊重し、お互いの理解を深めるこ
とが大切です。多様な考え方や生き方を認め合い、みんなが自分らしく生きられる社会を目指しましょう。

人の「性」は、単純に「男性」「女性」と分けられる
ものではありません。人の「性」は多様で、様々な要
素から構成されます。

自治体に提出された出生
届等により、戸籍や住民
票に記載されている性

自分がどの性別である
か、またはないかについ
ての認識

LGBTQとは性的少数者（セクシュアルマイノリ
ティ）を表す表現の一つで、次の頭文字を組み合わせ
た言葉です。

◆性のあり方はグラデーション

●レインボー・ホットライン（特定非営利活動法人　PROUD LIFE）
0120‐519‐181（通話料無料）

・電話相談　毎月第１月曜日　19時～22時
・LINE相談　毎週月曜日　19時～22時（受付21時まで）
●よりそいホットライン（一般社団法人　社会的包摂サポートセンター）

0120-279‐338（24時間　通話料無料）
●半田市人権相談
・日時　原則毎月第４月曜日　13時30分～16時
・場所　市民交流センター（クラシティ３階）相談室
※詳しくは総務課（☎84‐0613）へ

◆相談機関の紹介

◆LGBTQとは？

法律上（出生時）の性 こころの性（性自認）

恋愛感情や性的関心が
どの性に向くか、または
向かないか

服装や言葉遣いなど、自
分の性をどのように表現
するか

好きになる性（性的指向） 表現する性

Lesbian　レズビアン 女性を好きになる女性

Gay ゲイ 男性を好きになる男性

Bisexual バイセクシュアル 両方の性を好きになる人

Transgender トランスジェンダー 出生時の性とこころの
性が一致しない人

Questioning こころの性と好きになる
性が決まっていない人

多様な考え方や個性を尊重しよう

クエスチョニング

　パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度について、令和４年１２月１日～令和５年１月４日にパブ
リックコメント手続きを実施し、９通１０件のご意見をいただきました。主な意見は次の通りです。詳し
くは、市ホームページをご覧ください。　

◎パブリックコメント手続きの結果

提出された意見等の概要

　一刻も早い導入を望みます。パートナーシップ制度を導入している市町村が一つでも増えることで、同
性パートナーとのつながりがシステムとして保証されることの需要がより可視化され、日本の同性婚法制
化への着実な一歩となると思います。

　事情があり婚姻制度を利用していない相手と住宅を借りる際、保証人や緊急連絡先は3親等以内の血
縁者といわれており、「パートナー」として名前が書けたらどんなに良いだろうと感じたことがあります。

　結婚したくてもできない同性カップルなどにとって救いとなる、とてもよい制度だと思います。私は当事
者ではありませんが、同性同士という理由だけで結婚できない、家族と認められないことに疑問を感じて
いたので応援したいです。カップルだけではなく子どもも考慮している点がさらに素晴らしいと思います。
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https://www.city.handa.lg.jp/s-kyodo/danzyo/partnership-publiccomment-result.html
https://proudlife.org/hotline
https://www.since2011.net/yorisoi/



